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IRステップ負荷試験

バーストサイズ試験

帯域超過分は
廃棄します。

段階的に速度を増加
していきます。

フレーム廃棄領域の帯域
ベストエフォート
領域の帯域

ギャランティ
領域の帯域

ネットワーク網

CIR＋125%EIR CIR＋EIR CIR

バースト信号とCIR信号が
交互に流入していきます。

ネットワーク網
CIR

EBS CBS

CIR＋CBS＋EBS分
まで透過

 AQ1300 Series
1G/10G EHERNET MULTFIELD TESTER

新機能のご紹介

RFC2544、ETHER-OAM（IEEE 802.1ag）など
の試験規格を搭載したAQ1300Seriesに、ITU-T
勧告のY.1564機能を追加しました。

概 要
ITU-T Y.1564は、ITU-T勧告によって定義されたイーサネットサービスの処理能
力を測定する手順です。今までRFC2544試験として別々に行なわれてきた回線試験

（スループット、フレームロス、レイテンシ、フレーム揺らぎ）を同時に行うことで試験時間
を短縮できます。また、複数のサービスについても同時に試験を実施し、実際のサービス間の
影響を測定することが可能です。
AQ1300Seriesは、 ITU-T Y.1564機能として2種類のテストを搭載しました。1つは、契約さ
れたサービスごとの速度およびバーストサイズを試験するコンフィグレーションテスト、もう１つ
は、複数サービスの保証帯域等を同時に測定するパフォーマンステストです。各テストにおい
て伝送レート（IR）、フレームロス（FL）、フレーム伝搬遅延（FTD）、フレーム遅延変動（FDV）
を設定した閾値により、合否判定します。

コンフィギュレーションテスト

バーストサイズ試験
周期的にバーストフレーム信号（連続したフレーム
信号）を出力し、バースト帯域保証サイズとバース
ト帯域確保サイズを測定します。

 ● CBS ： 認定バーストサイズ
 ● EBS ： 超過バーストサイズ

CBS ： Committed Burst Size 
EBS ： Excess Burst Size

IRステップ負荷試験
段階的にトラフィックレートを増加しながら信号を
出力し、帯域保証レートと帯域確保レートを測定
します。

 ● CIR ： 認定情報帯域
 ● EIR ： 超過情報帯域
 ● ポリシング： 超過加算情報帯域 

（CIR＋125％EIR）
CIR ： Committed Information Rate 
EIR ： Excess Information Rate

ITU-T Y.1564 
機能追加

*   IR：Information Rate 
FL：Frame loss 
FTD：Frame Transfer Delay 
FDV： Frame Delay Variation



お問い合わせは

YMI-KS-MI-M02

営業本部 〒180-8750 東京都武蔵野市中町2-9-32
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サービス番号 08

サービス番号 02
サービス番号 01

• • •

サービス番号08：送信レート（CIR値）1000Mbps

サービス番号03：送信レート（CIR値）500Mbps

サービス番号02：送信レート（CIR値）500Mbps

サービス番号01：送信レート（CIR値）1000Mbps

試験時間：1 分～ 72 時間

測定器出力

ネットワーク網

フレーム長の
混在化

フレーム長は混在ではなく
試験単位ごとに変化

RFC2544 ITU-T Y.1564

1/8 以上の
効率化

総合測定結果例 
Pass／Fail表示により直感的に合否判定ができます。
コンフィギュレーションテストとパフォーマンステスト結果を同
時表示します。

個別測定結果例 
サービスごとの結果が一画面表示のため、データの評価確認
が簡単にできます。
Pass／Fail表示により、直感的に合否判定ができます。

パフォーマンステスト
各サービスのCIRを同時に送出し、すべてのトラフィックが廃棄されることなく、送信されることを確認します。この試験は最大8つのサービス
に対して同じ時間経過による品質を確認することができます。具体的に構成されたビデオ、音声、その他データの情報を選択できるように搭
載されているので、簡単に設定ができます。また、一つのサービス内で複数のフレーム長を混在（EMIX）させることにより、実環境に近い負
荷を再現できます。

テスト総合結果表示例

フレームロス
フレーム遅延
遅延ゆらぎ

バーストサイズ測定結果例

Pass/Fail 表示
測定完了時に判定設定値
の合格時はPass、不合
格時はFailを表示します。

サービス別 Pass/Fail 表示一覧
別画面では各帯域保証
値安定度の結果を各サー
ビスごとに表示します。
コンフィギュレーションテ
スト、パフォーマンステス
トの結果を一覧で確認す
ることができます。

バーストサイズ結果表示
フレームロス、フレーム
遅延、遅延揺らぎ結果
を数値表示します。

パフォーマンス結果表示
伝送レート、フレームロ
ス、フレーム遅延、遅延
揺らぎ結果を数値表示し
ます。

サービス別 Pass/Fail 表示例

パフォーマンステストのイメージ図

パフォーマンス測定結果例


